
※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆２，７４９億円（総会計）

うち 震災対応分 286,670 299,646 299,646 104.5

計（総会計） 1,606,713 1,705,764 906 1,706,670 106.2

うち 震災対応分 84 379 379 453.7

公 営 企 業 会 計 25,762 48,338 48,338 187.6

うち 震災対応分 712 790 790 111.0

準公 営 企業 会計 16,589 4,012 4,012 24.2

うち 震災対応分 3,577 3,215 3,215 89.9

特 別 会 計 454,715 440,080 440,080 96.8

109.4

うち 震災対応分 282,298 295,261 295,261 104.6

令和元年度予算額 対前年度比較
(B/A)×1002月現計予算額 今回補正額 補正後予算額 B

一 般 会 計 1,109,647 1,213,334 906 1,214,240

令和元年度２月補正予算（第７号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算では、国が公表した「新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策」

を踏まえた対策に要する経費として、既決予算に加えて年度内に予算化が必要な事業を計

上

　※平成２２年度から平成３０年度は最終予算額、令和元年度は２月補正（第７号）後現計の累計

○ 　具体的には、感染拡大防止策や医療提供体制の整備のほか、学校の臨時休業に伴って生

じる課題への対応に係る経費を予算化

○ 　また、事態の変化に即応した緊急措置等に備え、予備費を増額

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
平成３０年度
最終予算額
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